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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う

　
　
「
手
話
サ
ー
ク
ル
長
船
名
刀
の
会
」

表情豊かに手話で
話をします

鋭い掛け声とともに面を
繰り出します

　

県大会、中国大会で優勝を重ねる
裳掛剣道スポーツ少年団の皆さん

須恵廃寺北方建物土壇（写真中央）

唐草文軒平瓦と複弁八葉蓮華文軒丸瓦（出土品）

巻
の
二
十
二

基本を忠実に
「裳掛剣道スポーツ少年団」

　
長
船
町
公
民
館
で
、
「
手
話
サ

ー
ク
ル
長
船
名
刀
の
会
」
の
皆
さ

ーん
が
、
楽
し
そ
う
に
手
話
で
話
を

んし
て
い
ま
す
。
会
員

し

20
人
。
毎
回

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
方
で
、
手

い話
を
学
習
。
互
い
に
目
を
見
て
、

話表
情
豊
か
に
、
手
や
腕
を
動
か
し

表意
志
を
伝
達
し
ま
す
。

意　
聴
覚
障
害
者
の
抱
え
る
問
題
を

理
解
し
、
聴
覚
障
害
者
と
健
常
者

理の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
目
的
を

の持
ち
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

持ョ
ン
す
る
楽
し
さ
を
習
得
し
ま
す
。

ョ　
身
近
に
い
る
聴
覚
障
害
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い

ミと
手
話
を
始
め
た
健
常
者
の
皆
さ

とん
は
、
サ
ー
ク
ル
に
来
る
度
に
新

んし
い
手
話
を
覚
え
て
帰
り
ま
す
。

しま
た
、
「
サ
ー
ク
ル
に
来
て
い
る

ま時
が
、
一
番
楽
し
い
」
と
い
う
聴

時覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
。
講
師
の
児

覚

島
嘉
彦
さ
ん
（
69
歳
・
邑
久
町

本
庄
）
は
、
「
み
ん
な
、
手
話

が
と
て
も
上
手
に
な
っ
て
う
れ

し
い
。
い
つ
か
手
話
通
訳
士
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
旅
行
や
食
事
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
と
交
流
の
場
も
増
え
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
な
皆

さ
ん
で
し
た
。

★
活
動
日
時
　
第
１
〜
４
金
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

★
活
動
場
所
　
長
船
町
公
民
館

★
会
費
　
年
２
、
０
０
０
円

★
代
表
　
出
井
里
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
３
６
６
２

　
岡
山
県
史
に
よ
る
と
瀬
戸
内

市
内
に
は
、
長
船
町
服
部
に
「
服

部
廃
寺
」
、
長
船
町
西
須
恵
字

寺
村
に
「
須
恵
廃
寺
」
、
邑
久

町
山
田
庄
に
「
半
田
廃
寺
」
の

三
つ
の
寺
院
跡
が
あ
り
ま
す
。

服
部
、
須
恵
の
寺
院
は
飛
鳥
・

白
鳳
期
に
建
立
さ
れ
、
半
田
の

寺
院
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
須
恵
廃
寺
は
、
土
壇
の
残
っ

て
い
る
所
の
字
名
が
「
大
日
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
大
日
堂
址
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
寺
院
の
立
地
場
所
の
付
近
に

は
、
五
世
紀
末
ご
ろ
の
前
方
後

円
墳
「
築
山
古
墳
」

が
北
５
０
０
㍍
ほ

ど
の
所
に
あ
り
、

東
か
ら
南
に
か
け

て
の
山
麓
に
は
６

世
紀
か
ら
８
世
紀

の
須
恵
器
の
窯
跡

が
十
数
基
、
北
西

の
桂
山
の
南
東
山

麓
に
30
基
ほ
ど
の

古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
一
九
八
七
年
に

部
分
的
な
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
、

現
在
残
っ
て
い
る

土
壇
の
北
側
と
西
側
で
建
物
跡

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
は
、
建
物

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

土
壇
の
南
方
の
水
路
改
修
の
際

に
多
く
の
瓦
が
採
集
さ
れ
た
り
、

土
壇
東
方
か
ら
軒
丸
瓦
片
が
採

集
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
出
土
し
た
瓦
片
の
中
で
軒
丸

瓦
の
特
徴
が
、
畿
内
中
枢
部
の

い
わ
ゆ
る
主
流
派
の
瓦
と
も
非

主
流
派
の
瓦
と
も
異
な
り
、
朝

鮮
半
島
か
ら
の
直
接
的

関
係
に
よ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
建
物

の
検
出
状
況
や
瓦
片
の

出
土
、
地
形
な
ど
か
ら

一
辺
１
０
０
㍍
か
ら
１

５
０
㍍
の
範
囲
が
寺
域

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

７
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後

半
に
か
け
て
造
営
さ
れ

た
市
内
最
古
の
寺
院
で

す
。

　
こ
の
寺
院
の
造
営
に
は
、

６
世
紀
後
半
か
ら
主
た

る
産
業
と
し
て
営
ま
れ

て
い
た
須
恵
器
生
産
を
基
盤
と

す
る
地
方
豪
族
が
大
き
く
関
与

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
須
恵
廃
寺
周

辺
は
古
代
の
須
恵
郷
で
、
こ
の

地
域
の
豪
族
の
権
威
の
象
徴
で

あ
る
と
同
時
に
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
参
考
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献
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き生きと取このコーナーは、生涯学習に生
さんも仲間り組む皆さんを紹介します。皆

入りしませんか。

　
裳
掛
小
学
校

体
育
館
で
大
き

な
声
を
出
し
、

気
合
十
分
に
練

習
に
励
む
裳
掛

剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
皆
さ

ん
。
小
学
校
１

年
生
か
ら
中
学

生
ま
で
の
団
員

20
人
は
、
指
導

者
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
素
振
り
や

打
ち
込
み
な
ど
基
本
を
中
心
と

し
た
練
習
を
入
念
に
繰
り
返
し

ま
す
。

　
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
基
本
を

忠
実
に
」。
悪
い
癖
が
付
か
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
大
人
に
な
っ

て
も
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
に
、

基
本
を
厳
し
く
教
え
ま
す
。

　
指
導
者
の
正
宗
明
さ
ん
は

「
み
ん
な
に
は
、『
練
習
で
泣
い

て
、
試
合
で
笑
え
』
と
言
っ
て

い
る
。
練
習
で
苦
し
め
ば
、
自

然
と
結
果
が
付
い
て
く
る
」
と

話
し
ま
す
。

　「
み
ん
な
仲
が
良
く
て
協
力
的
。

２
月
に
行
わ
れ
る
錬
成
大
会
で

優
勝
し
た
い
」
と
小
学
生
キ
ャ

プ
テ
ン
の
山
根
由
希
君
（
12
歳
・

邑
久
町
虫
明
）。

　
た
だ
今
、
団
員
募
集
中
で
す
。

基
本
的
な
礼
儀
も
身
に
付
く
剣

道
を
、
皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

★
活
動
日
時
　
▽
月
曜
日
　
午
後

　
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
　
▽
火
・

　
土
曜
日
　
午
後
７
〜
９
時

★
活
動
場
所
　
裳
掛
小
学
校
体

　
育
館

★
会
費
　
月
１
、
５
０
０
円

★
代
表
　
田
中
正
人
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
５
―
１
３
５
７

　

は
っ

と
り
は
い
　
じ

は
ん   

だ  

は
い
　
じ

だ
い
に
ち
ど
う
あ
と

つ
き
や
ま

ろ
く

の
き
ま
る
か
わ
ら
へ
ん

き

よ
し  

き

和気あいあいと和やかな雰囲気の手話
サークルの皆さん

須恵器生産豪族の氏寺

須 恵 廃 寺

ごう ぞく

す　　　　え　　　はい　　　じ

うじ  でら


